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   日本は、ベトナムと同じく、1～2 世紀（ベトナム）、5～7 世紀（日本）ごろ

から、中国の漢字文化から多様な影響を受けた。古語辞典編集はその一つであ

る。 

   日本の辞書には長い歴史がある。『楊氏漢語抄』は最古の辞書と認められる

（養老年間の編纂）。鎌倉時代以来、文字の音と意味を区別し、二種の辞書が形

成された。そのうち、和名集は意味分類体辞書の総称であり（合計 16 本）室町

時代に形成された。一方、べトナムの古語辞典は全体として意味に基づいて分類

している（合計 10 本）。 

 

   本研究は『有坂本和名集』(下記『有坂本』と省略)と『大南国語』(下記『大

南』と省略)を対象として比較する。考察の結果、以下の 6 点が確認された： 

   1、意味に基づいて、『有坂本』は 39 部、『大南』は 47 門と 3 部に分けられ

ている。部名称については差異があり、『大南』の部は元々漢字部首の意味

で、『有坂本』の部は漢字部首ではなく、『大南』の門に当たる。 

   2、『大南』所収語数は『有坂本』より多く、4817 対 2490 である。 

   3、詞目の名称と内容について差異の程度は三等に分けられる。例：天文門と

天象部、彩色門と染色部、疾病門と病部（同一）；飲食門と辛物部、餅餌門

と點心部（相当）；『大南』の蠶桑、撒網、文事の門は『有坂本』にはない

（対応しない）。部門対照は『大南』の 5 門と 2 部が『有坂本』に収録され

ておらず、逆に『有坂本』の３部が『大南』には全く見えない。 

   4、『大南』には意味詳解の傾向がある。例：『有坂本』人倫部所収詞目は

『大南』では人倫、人品と酬應の門に分配する；装束部詞目は『大南』では

女妝、織紝、衣冠服用、錦繡と衣服の門に分置される。 

   5、動植物関連する詞目を考察した結果、下記結果がえられた。：『大南』羽

蟲、毛蟲、鱗蟲、甲蟲、蟲豸の門（合計 483）は、『有坂本』禽、獸、馬、

蟲、魚と貝の部（合計 213）に相当する。特に『大南』毛蟲門所収詞目は

『有坂本』では獸、馬、蟲の部に区別される。両者の植物に関連する詞目か

らは興味深い結果が得られた。：『大南』では百花、白果、蔬菜、百草と百

木の門（合計 639）を区別するが、『有坂本』では草部と木部（合計 169）

しかない。統計の結果、ベトナムは日本より動植物が豊富だと認められる。 

   6、補遺部分として、『大南』には文事、作用と俗語門及び水、土、金部；

『有坂本』には京大小路、對楊、雜字と伊路波部がある。そのなかで、俗語

門には伊路波部；作用門には雜字及び伊路波部、それぞれの所収詞目が対応

するものと思われる。 
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